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研究成果の概要（和文）：本研究においては、都市公園と周辺地域が持続的に共存・共栄をもたらすマネジメン
トの仕組みについて検討した。都市公園を対象とした管理運営実態調査、ヒアリング調査、並びに文献調査を行
うことにより、わが国の地域に貢献する都市公園の管理運営の現状と課題の整理を行った。また、国営みちのく
杜の湖畔公園における公園管理事例の調査、関係者へのヒアリング調査をもとに、地域に貢献する公園管理手法
とその課題について示した。

研究成果の概要（英文）：In this study we examined sustainable management system to bring mutual 
prosperity between urban parks and their surrounding regions. We investigated park management in 
Japan through questionnaire, literature and interview surveys. Based on these survey results, we 
have organized current status and problems of the park management contributing to the regions in 
Japan. In addition, targeting Michinoku Lakewood National Government Park, we showed methods and 
problems of the park management system contributing to the regions based on investigation of park 
management practices in Michinoku Lakewood National Government Park and the interview survey to its 
stakeholders.

研究分野：造園学

キーワード： 都市公園　国営みちのく杜の湖畔公園　地域連携　地域貢献　保全と活用　公園管理　ステークホルダ
ー　マネジメントシステム
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１．研究開始当初の背景 

本研究の着想は、研究代表者の博士論文
「利用ポテンシャルに基づく利用者指向型
の公園管理に関する研究」を遂行する過程か
ら導き出されたものである。当該研究では、
国営公園を研究対象に、利用促進策が公園利
用の量的・質的向上に及ぼした影響を捉え、
整理・評価することによって、利用者指向に
よる公園サービスの提供が可能である新た
な公園管理像（利用者指向型の公園管理）を
提示した。当該研究により、利用者指向によ
る公園管理を実現させるためには、公園の既
存資源を活用するハード活用型公園管理手
法、公園以外の知見を導入するソフト導入型
公園管理手法、市民参画の受け入れる市民参
加型公園管理手法が有効であることが明ら
かとなっている（表１）。 

 

表１ 利用者指向の公園管理手法 

 

また、予算消化・メンテナンス優先・発注
者指向であった従来型の公園管理から、目標
達成型・マネジメント優先型・利用者指向で
ある利用者指向型の公園管理に移行すべき
であると提案した。その反面、公園内で完結
もしくは公園だけが利益を享受する方法論
ではなく、環境保全、生活文化の継承、景観
形成、広報や観光のネットワーク化、公園関
連の経済活動、防災等、地域の振興や活性化
の観点に基づいた公園管理のあり方が課題
となった。これらの課題を解決するためには、
当該研究で提案した利用者指向型の公園管
理から更に進めて、課題発掘・地域マネジメ
ント優先・地域指向である「地域指向型の公
園管理」を構築し、実践に移行するべきだと
考えられる（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 地域指向型の公園管理 

 

２．研究の目的 

本研究は、都市公園が地域の環境保全や経
済的な活性化に寄与できるマネジメントの
方法論を示すことを目的としている。特に大
規模な都市公園では、地域において良好な環
境を形成する骨格となり、環境保全や防災等
を実践する活動の拠点や公園を含んだ地域
内の自然・歴史・文化等の情報の発信源とし

て機能することが期待される。一方、住宅地
や商店街では地域（エリア）全体の環境形成
や価値向上を目指すエリアマネジメントが
実践され始める等、地域レベルでの良好な環
境や地域価値の維持・向上は社会的な要請で
あるといえる。そこで、公園が自然環境、歴
史・文化、経済、防災等の面から、周辺地域
と持続的に共存・共栄できるマネジメントの
仕組みを構築することにより、社会資本であ
る都市公園の存在価値、利用価値の向上に貢
献する。 

 

３．研究の方法 

本研究は、平成 26 年度から 28 年度の 3箇
年にわたり、以下により行われた。 
(1)文献調査及びアンケート調査により、都
市公園全般における地域と連携した公園管
理の現状と課題を整理する。 
(2)管理担当者及び地域のステークホルダー
を対象とした現地調査により、研究対象であ
る国営みちのく杜の湖畔公園における地域
と連携した公園管理の現状と課題を整理す
る。 
(3)地域に貢献するために必要な公園管理の
諸条件を確認する。 
(4)地域の環境の保全・活用に寄与する公園
管理について検討し、手法を確立する。 
(5)地域振興に寄与する公園管理について検
討し、手法を確立する。 
(6)研究対象地における管理手法を検証し、
適用上の問題点と改善策を検討する。 
(7)地域指向型公園管理システムを開発し、
提案する。 
 
４．研究成果 
(1)地域指向型公園管理の課題設定 
 地域指向型の公園管理を構成する具体的
な方法論を提示する必要がある。そこで、研
究の背景や既往研究の動向を踏まえて、下記
の通り三つの課題を設定した。 
 
①公園から地域へ波及させる公園管理 
都市公園の整備ストックを有効に活用す

るためには、公園が保有する自然資源や歴
史・文化資源等を的確に評価し活用すること
が求められる。これらの資源は公園を包含す
る地域全体の財産でもあるため、公園で適切
に保全・活用することが地域に対しても効果
を波及させているともいえる。このように、
公園が起点となり地域に対して影響や効果
を波及させている管理運営があり、「地域波
及型公園管理」として整理できる。 
 
②地域の課題を受け入れる公園管理 
地域には、少子・高齢化、健康・医療、雇

用・経済、防災・防犯等のさまざまな課題を
有しているが、都市公園はそれらの解決の一
部を担うことも期待されている。公園が地域
の課題を解決するためには、空間の活用や公
園利用のかたちで公園が何らかの状況を受
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け入れることとなる。このように、公園が地
域の有する課題を解決するために行う管理
運営があり、「地域課題受入型公園管理」と
して整理できる。 
 
③公園と地域が協働・連携する公園管理 
都市公園に限らず公共事業は地域に開か

れた存在として、地域からの参画や住民が協
働できる機会の提供が求められている。故に、
地域内で関係する周辺住民・各種団体・企業
等の多様な市民による参画を受け入れた公
園管理が必要である。このように、公園が地
域と協働・連携して行う管理運営があり、「地
域連携型公園管理」として整理できる。 
 
(2)地域に配慮した公園管理の実態 
①地方公共団体における地域に配慮した公
園管理の実態 
 全国の公園管理実態を把握するため、322
箇所の地方公共団体を対象にアンケート票
の送付・回収により調査を行い、地域貢献の
観点から行われている管理運営状況を概括
した。その結果、地域に貢献する公園管理に
ついては管理担当者の関心、理解はあるもの
の、予算、人員等の制約で思うようにはでき
ていない、公園愛護会等の従来からの地域と
の連携方法について高齢化に直面し継続に
懸念があるなど問題点があげられた。 
 
②指定管理者等における地域に配慮した公
園管理の実態 
都市公園に導入された指定管理者制度が

定着し、民間事業者等の取り組みの創意工夫
や改善などにより、公園と地域を結ぶ関係を
徐々に構築し、その活動が公園内にとどまら
ず、地域の活力へと広がる姿が見られる。そ
こで、指定管理者等による地域に配慮した管
理運営が実施されている三箇所の公園を対
象として、直接現地に訪問してヒアリングに
よる調査を実施し、特徴や課題について整理
した。その結果、京都府けいはんな記念公園
では環境保全と地域活性化を目指した管理、
福岡市かなたけの里公園では地域の農業に
関わる空間と営みを保全した管理、国営備北
丘陵公園では地域の観光振興に寄与する管
理が実施されていることが確認された。 
 
③みちのく公園における地域の関係者との
連携・協力の現状と課題 
国営みちのく杜の湖畔における利害関係

者（ステークホルダー）との関係性について、
ヒアリングによる調査を実施して回答内容
を整理し、その現状と課題について考察した。
その結果、みちのく公園とステークホルダー
の関係性は、カテゴリー単位で特徴が見られ
るため、「関わり方」と「ニーズや期待」の
観点から整理できることが確認された。また、
教育、産業、歴史・文化、自然保護の面でみ
ちのく公園の整備・管理が地域貢献に役立っ
ていること、ニーズの把握とそれに対応する

フィードバック、情報提供の強化、関係の継
続が今後の課題であることが把握された。 
 
(3)地域波及型公園管理論 
①生物多様性や環境への配慮 
 国営みちのく杜の湖畔公園を対象とした
動植物保全・活用の現状について、おもに当
公園の「自然共生園」及び「里山地区」の事
例をもとに整理し、地域の自然資源の保全・
活用に寄与する公園の管理における現状と
課題について考察した。その結果、動植物保
全・活用の取組みを実施することにより、地
域の景観や自然の再生や継承がなされてい
たこと、自然の魅力や地域性を活かしたプロ
グラムが提供されていたこと、地域と協働に
よる公園運営が行われていたことが改めて
確認された。また、今後の課題として保全目
標と成果を明確化、保全と活用のバランス、
管理作業としての基準（マニュアル）化やそ
れらを総括した管理システムの構築があげ
られた。 
 
②景観の形成 
都市公園において、主要な構成要素である

樹木（修景木）は、地域の景観の向上に寄与
しているだけではなく、さまざまな効果・効
用がみられる。そこで都市公園における地域
の景観の形成について、環境保全や地域振興
の観点から修景木の存在価値と利用価値を
示す事例から考察した。その結果、修景木に
は、生物多様性保全、歴史的価値を有する、
市民の愛着、地域のシンボル化などの存在価
値があり、観光振興、地域活性化、賑わいの
演出、地域への経済波及などの利用価値があ
ることが確認された。 
 
③歴史資源の保全と活用 
国営みちのく杜の湖畔公園内の古民家等

を移築展示した施設ふるさと村にて、平成 27
年 3月に秋田県の民俗信仰の神様「鹿島様」
を製作し展示する事業を行った。本事例をも
とに歴史資源の保全と活用について、「鹿島
様」の製作展示を実施した経緯、展示の事前
の準備、秋田県湯沢市末広町の関係者との調
整、「鹿島様」製作の実施状況等について、
時系列で整理し考察した。その結果、展示期
間中の利用者の反応は、概ね好評であり、特
にインターネット上での書込みが多数確認
された。課題として、製作協力者が高齢であ
ることが挙げられるが、湯沢市との協力関係
は継続しており、今回使用した材料を一部再
度利用出来ることなどから、次年度以降に再
度製作する可能性も示唆された。 
 
④観光資源の開発と展開 
国営越後丘陵丘陵公園内の花による修景

施設である、「香りのばら園」のマネジメン
ト技術について実施手法ごとに整理し、利用
促進や満足度向上、地域貢献や地域活性化の
効果をもとに、特性や課題について考察した。



その結果、香りのばら園のマネジメント技術
により、香りに着目した独自性の確立とハー
ド・ソフト両面からの具体的展開、それを支
える日常的な維持管理の実践、それを支える
日常的な維持管理の実践、専門家やボランテ
ィアを始めとするステークホルダーとの連
携・協働が不可欠であることが確認された。 
 
(4)地域課題受入型公園管理論 
①防災、防犯の場の形成 
 熊本地震が発生した熊本市における五箇
所の都市公園を対象に、災害時に避難者の受
け入れ等の対応を行った公園愛護会等の地
域住民へのヒアリング調査を実施し、災害時
の避難場所としての役割と課題について考
察した。その結果、都市公園は地域住民が主
体の活動により避難場所として十分機能し、
小学校等の避難所を補完する機能も有して
いたことが明らかとなった。また、災害時に
おける防災・防犯活動により地域の状態の回
復に貢献し、災害の経験を契機とした地域へ
の参画促進により、地域の状態を向上させる
媒介になることが確認された。今後の課題と
して、地域による防災行動を担保できる体制
の継続、災害想定やそれに合わせた災害訓練
の実施、施設の充実と使用法の周知であるこ
とが把握された。 
 
②健康づくりの場の提供 
 都市公園は、健康遊具の設置や健康に関す
る利用プログラム等の充実により、健康づく
りを行うための場として期待される。そこで、
都市公園における健康運動利用の実態につ
いて整理し、地域課題への解決の可能性につ
いて考察した。その結果、公園で健康運動を
行うためには、地域住民に対する健康づくり
のための意識啓発や取り組みを継続させる
ための管理運営が必要であることが明らか
となった。今後の方向性として、公園を活用
した新たな健康運動の取り組みを開発し普
及させることにより、公園での健康運動利用
を拡大させる可能性が示唆された。 
 
③教育、学習、子育ての場の提供 
国営みちのく杜の湖畔公園における保育

園・幼稚園等の利用実態について、団体利用
状況調書の分析及びヒアリング調査を実施
し、現状と課題について考察した。その結果、
環境を活かしたプログラムの充実や遠方へ
の積極的な周知を図ることにより、子どもた
ちの健全な心身の成長や社会性の向上に寄
与していることが明らかになった。また、3
歳以下の子どもたちや雨天に対応した施設
の整備、交通サービスの充実、近隣施設への
周知に関する課題が確認された。管理運営に
ついては、利用時期の傾向から、幼児の団体
の利用を促進させることで平日利用の少な
い公園の日常的な利用増加につながる可能
性が示唆された。 
 

(5)地域連携型公園管理論 
①コミュニティや営みの継承 
京都市下京区の下木屋町エリアにおいて、

環境文化資源である高瀬川を中心とした地
域の記憶を記録し「高瀬川ききみる新聞」等
で発信するとともに、仏光寺公園前に川床
「高瀬川ききみずガーデン」を設置し川に親
しみながら新旧住民と来訪者が交流できる
イベントを企画運営した。地域課題に対し、
行政主導でも既存団体主導でもない有志の
人的ネットワークを構築しつつ地域の風情
を尊重した地域活性化の取り組みの経緯を
報告し、可能性と課題を考察した。その結果、
都市内の密集地における公園や河川には、地
域活性化に活用すべき環境文化資源として
の潜在力があること、地域の環境文化資源を
中心に注がれるよそ者のアイデアやエネル
ギーを活かし、トライ・アンド・エラーを繰
り返しながら地域への関心を喚起し続けて
いくこと自体が有効な地域活性化策となる
ことが確認された。 
 
②公園が中心のにぎわいづくり 

民間事業者がカフェを出店した富山県富
岩運河環水公園において、公園の整備経緯と
管理運営状況、カフェの特徴と導入効果につ
いて整理し、利用活性化に及ぼす影響につい
て考察した。その結果、公園と周辺地域の景
観づくりおよび整備中に行った賑わいづく
りが、全面開園後の利用活性化のベースとな
ることが明らかとなった。それに加えてイベ
ントや情報発信などの管理運営や、公園の景
観と調和した美しいカフェの導入を行った
ことにより相乗効果が生まれ、さらなる利用
活性化に影響を与えていたことが確認され
た。一方、北陸新幹線の開業、平成 29 年の
富山県美術館のオープンなどにより、さらに
公園利用者が増加することが見込まれ、現在
の景観が損なわれないよう、イベント開催を
調整するなど、過剰利用を防ぐ対策の必要性
も確認された。 
 
③公園による地域振興 
国営みちのく杜の湖畔公園で実施された

地域連携・地域貢献を目的とした公園マネジ
メントの 3つの実践事例を地域振興に寄与す
るための公園のマネジメント技術の面から
整理した。その上で、概要と経緯、実施状況、
課題を提示し、地域振興に寄与したマネジメ
ント技術について、マネジメント技術の実現
性、地域振興に与えた影響について考察した。
その結果、みちのく公園におけるマネジメン
ト技術により、公園や地域の資源を組み合わ
せて目的に応じた手法として確立させるこ
と、マニュアル作成等によりシステム化する
ことが必要であることが明らかとなった。ま
た、地域に対して経済面、観光面、地域文化
継承の面に影響を与えていたことが確認さ
れた。 
 



(6)地域指向型公園管理システムの構築と検
証 
①公園管理に必要な組織と人材育成 
ヒト・モノ・カネは、公園管理システムを

構成し稼働させる要素であり、モノは公園施
設や公園管理手法、カネは管理に必要な経費、
ヒトに関する要素では組織体制や人材育成
が相当する。そのうち、公園管理に関わるヒ
トに関する現状や取り組み等から考察した。 
管理組織としては、指定管理者及び国営公

園における管理受託者が相当し、公園管理の
目的を達成するために、公園及び公園管理に
関わる各要素（人、物、予算、仕組み、活動、
ネットワーク等）を効果的に組み合わせる必
要がある。そのためには、公園と周辺地域の
特性を見極めつつ、公園利用状況、地域のボ
ランティアとの連携、経営的な視点、管理技
術の研究開発等を念頭に置きつつ、体制を構
築することが望ましいことが考察された。 
人材育成には、講習会や宿泊型の研修の受

講が効果的と考えられる。研修等の実施結果
から、講習会等を開催する場合は、受講者ニ
ーズの把握とそれに即したテーマ設定、調査
研究や事業の実施等を通じた新たな情報収
集と提供、効果的な運営に寄与する人的なネ
ットワーク形成の必要性が把握された。 
 
②地域指向型の公園管理システムの評価の
あり方 
地域指向型の公園管理システムを構築し、

多くの都市公園で適用させていくためには、
成果・効果について評価し改善につなげるた
めの仕組みを有することが必須だと考えら
れる。そこで、本研究では、地域の課題解決
や価値を創造するための総合的な能力の概
念として、課題の解決や価値の創造等によっ
てもたらされた、地域における上向きの状態
変化に着目する「地域ポテンシャル」の現象
をモデル化して用いた（図２）。 
ⅰ回復：地域の課題を解決することでマイナ
ス状態からゼロもしくはプラスの状態へ 
ⅱ拡大、活性化：地域の良さを伸ばすことで
現在の状態から更なるプラス状態へ 
ⅲ創造：地域の新たな可能性を発見すること
でゼロからプラス状態へ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 地域ポテンシャルの状態変化モデル 
また、(3) (4) (5)で示した 10 件の公園管

理手法について、地域ポテンシャルや公園管
理に役立つ特性による有効性、継続性や他の
公園との共通性による実施可能性の面から
評価し、整理した（表２）。 
 
表２ 管理手法と評価項目 

公園管
理手法 

方法論 事例 

有効性 実施可能性 
地域
ﾎ゚ ﾃﾝｼ
ｬﾙの
向上 

管
理
特
性 

継
続
性 

共
通
性 

地域波
及型公
園管理
手法 

生物多様性
や環境への
配慮 

動植物の保
全と活用 

回復 
〇 ○ ○ 

景観の形成 公園の修景
木 

創造 
○ - ○ 

歴史資源の
保全と活用 

道祖神の展
示 

回復、
創造 

○ - - 

観光資源の
開発と展開 

バラ園のマ
ネジメント 

創造、
拡大 

○ ○ - 

地域課
題受入
型公園
管理手
法 

防災、防犯
の場の形成 

災害時の避
難場所利用 

回復 
- 〇 〇 

健康づくり
の場の提供 

健康運動の
利用 

回復、
創造 

○-  ○ 

教育、学習、
子育ての場
の提供 

幼児の利用 回復、
拡大 ○ ○ ○ 

地域連
携型公
園管理
手法 

コミュニテ
ィや営みの
継承 

地域活性化
イベントの
実施 

回復 
○ - - 

公園が中心
のにぎわい
づくり 

飲食施設の
導入と経営 

創造 
- ○ - 

公園による
地域振興 

地域振興の
取り組み 

回復、
活 性
化 

○ ○ 〇 

 
③公園管理システムの構築と検証 
研究成果及び既往研究の成果をもとに、地

域指向型の公園管理システムの概念モデル
を構築した。本概念モデルは、社会ニーズ及
び「地域」を包む「社会」、地域の課題、地
域振興策を含む「地域」、公園の理念、公園
が有する自然や施設、人員体制、予算を含む
「公園の与条件」、事前調査から改善検討ま
での流れで実施する「公園管理」、地域ポテ
ンシャル及び実施可能性を含む「評価の観
点」の要素で構成される。公園管理システム
のサイクルを稼動させるためには、公園の与
条件や社会ニーズや地域の課題を踏まえて
地域内の関係者と連携・協力しながら計画・
実施・評価・改善することが求められる。計
画時及び事後評価を行う際には、地域ポテン
シャルによる有効性の評価が必要である。 
また、国営みちのく杜の湖畔公園の管理セ

ンター職員を対象としたヒアリング結果を
もとに、公園管理システムの課題や改善点、
他の公園での実現可能性について検証した。
その結果、指摘事項を踏まえて留意すべきポ
イントは、動植物の保全・活用、サクラの名
所づくり、観光連携、地元からの購買、障が
い者の雇用、子どもの教育の場の提供、新規
活動の導入、ボランティア等の高齢化、評価
方法、職員の人材等であることが確認された。 
 
④今後の課題 
 みちのく公園における管理運営の課題と

 

０ 

地域 

ﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ 

ⅱ拡大、 

活性化 

ⅰ回復 ⅲ創造 

● 

● 



して、管理に必要な経費の確保、関係者の高
齢化、管理ノウハウの蓄積と継承等による管
理の継続性確保、コミュニケーションによる
信頼性獲得やニーズの把握等による地域と
の関係性構築、新規性や独自性のある挑戦的
な取り組みを実施や健康運動・医療・福祉分
野の応用や連携等による新規事業等の導入
であることが確認された。また、地域指向型
の公園管理システム実用化の課題として、地
域ポテンシャルの定量化や効果を説明する
指標の設定等による評価のあり方、継続性自
体の評価やライフサイクルコストを勘案す
る等の時間軸の設定、組織体制や必要経費の
確保のあり方も含めた公園管理システムの
体系化や全体のシステムを有機的に機能さ
せる総合化の検討であることが確認された。 
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